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本年度における当研究は新規炎症性サイトカイン転写因子関連蛋白質 mTOC の生理機能を明らかに

することに主眼をおいた。mTOC は明確な酵素機能を持つことが知られていないため、はじめにその

結合蛋白質を同定し、その結合タンパク質との相互作用がどのような生理的意義を持っているのかを

細胞レベルで解析することが必要であると考えている。mTOC が特定の蛋白質と結合する領域を特定

できたならば、その領域を削除した変異体を作成し、培養細胞にトランスフェクションすることによ

り、特定の相互作用を失った細胞が作成できる。この細胞の増殖や細胞ストレス応答、炎症性サイトカ

イン産出などを調べることにより、mTOCの持つ機能が明らかになることが期待される。全長mTOC

を培養細胞発現系から調製し、mTOCの C末端に付加した FLAGタグを利用することにより、FLAG

タグ抗体ビーズ上に固定した。このビーズを用いて、いくつかの細胞抽出液からmTOC結合タンパク

質をプルダウンし、その産物を電気泳動上で分離したのち常法により含有タンパク質の同定を行った。

同定できたものに関しては、再度リコンビナント蛋白質を作成し、mTOC との結合実験を繰り返すこ

とによりmTOC との相互作用を確認するとともに、部分欠失体を作成し、相互作用に直接関係するア

ミノ酸配列の同定を行った。これまでの研究結果からは、ほとんどの場合で、リコンビナント蛋白質に

よる実験でmTOCとの相互作用を確認することはできておらず、ごく少数のもののみで相互作用の再

現性が確認されている。この少数のターゲットに対し現在詳細な解析を行っており、それらの結果を

まとめて、論文化する予定である。 
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